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薩州商社による日本海北前船経済圏構想とその特異性 

遠藤 大希 

The Yamato Company’s Vision for the Kitamaebune Ecosystem in the Nihon-kai 

(Sea of Japan) 
Hiroki T ENDO 

                       
(Received on Jan. 30, 2026) 

                        
キーワード：北前船経済圏，薩州商社，本間家，戊辰戦争 
 
1．序論 
戊辰戦争（1868〜69 年）は、従来、旧幕府勢力と新政府側雄藩とのあいだに生じた政治的・軍事的対立として

理解されてきた。本稿はこの通説を否定するものではないが、酒田本間家および薩摩藩に関する史料をもとに、

戊辰戦争を「日本海物流ネットワークをめぐる経済的利害調整の失敗過程」という視角から捉え直すケーススタ

ディを提示する。 
 江戸後期から明治維新期にかけて、日本海沿岸の海運ルートは、米穀や海産物を広域に流通させる大動脈とし

て機能しており、北前船を通じて各藩の財政基盤が支えられていた 1)。 
 とりわけ討幕運動の中心勢力であった薩摩藩は、軍事・政治のみならず、物流および商流の掌握にも強い関心

を抱いていた。黒糖など自藩産品の販路拡大と、他国からの米穀調達を同時に達成するため、薩摩藩は藩の出先

機関であった商業組織「大和薩州産物会所（別名：大和方）」を発展させ、欧米の会社制度に倣った近代的商社「薩

州商社（大和コンパニー）」の設立を構想した 2)。薩摩藩は、この構想において、北前船経済圏において最大級の

影響力を有していた庄内・酒田の本間家との提携を模索していた。薩摩藩は、本間家の一員を事実上の交渉担当

者として起用し、日本海側の流通ネットワークを自藩の経済構想へと接続しようと試みた。この計画は、単なる

一藩の商業政策にとどまらず、南北の地域経済を相互補完的に結びつけることを志向した点で、近代日本におけ

る株式会社的組織構想を先取りする試みであったと評価できる。 
 本稿では、薩州商社構想を現代の事業戦略論と対比させながら分析する。具体的には、本間文書などの公開資

料および薩摩藩関係学術資料をもとに、薩州商社構想の成立過程を整理した上で、薩摩藩の構想が有していた特

異性を明らかにする。さらに、薩州商社が意図した南北直結型物流ルートと、その中核を担うことが期待された

庄内・本間家の役割を、現代の起業・経済圏形成に通じる歴史的ケーススタディとして考察する。 
 なお、本研究は歴史学の専門的手法による実証史学ではなく、筆者は所属する鶴岡工業高等専門学校において

産学連携にかかわる教員として地元企業や文化団体と交流する上で、システム思考や事業戦略の視点から歴史事

象を再解釈する試みである。 
 
2．経済物流ネットワークと戦略拠点 
 薩州商社構想が意図した南北直結型の物流ネットワークは、単なる商社設立計画にとどまらず、幕末期日本に

おける経済秩序および流通構造の再編を志向した構想として位置づけることができる。本章では、この構想を一

つの歴史的ケーススタディとして捉え、薩州商社が想定した経済補完ルートの構造と、その実現において中核的

役割を期待された庄内・本間家の位置づけを検討する。 
 
2.1 薩州商社の「南北経済補完」ルート 
 薩摩藩士石河確太郎らは、薩州商社構想において、薩摩産品と北国米を直接交換する南北直結型の貿易構造を
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構想していた。この構想では、黒糖や薬材、琉球産品といった薩摩の戦略物資の販路拡大と引き換えに、慢性的

に不足していた米穀を、羽州酒田（現在の山形県酒田市）の本間家をはじめとする北陸・東北の有力商人と直接

的に結びつけることが意図されており、その内容は『酒田市史 第 4 巻 海運篇下』（247-252 項）に公開された

「薩州商社名籍」「薩州商社條書」（慶応 3 年 6 月）に記されていた。 
 この構想の特徴は、単に大坂市場への依存から脱却するという流通改革にとどまらない点にある。薩摩藩士石

河確太郎を中心に構想された薩州商社計画は、生産・流通・資本・政治を一体として設計する経済システムを志

向していた。以下は酒田市史により公開された本間文書と長谷川洋史の研究に基づき検討する。 
第一に、生産と流通の統合である。薩州商社構想では、和州（奈良県）の商人から原綿を調達し、泉州堺（大

阪府堺市）に設置予定であった紡績所において機械紡績を行い、その製品を自前の流通網によって販売するとい

う、原料調達から製造、販売に至るまでを一貫して管理する産業モデルを石河ら薩摩藩側は目指していた。 
第二に、藩営事業から会社組織への転換である。五代友厚や寺島宗則らが欧米で学んだ会社制度を参照し、藩

資金のみに依存するのではなく、各地の町人や豪農から広く出資を募る合本組織の形成が構想された。「薩州商社

條書」には第 1 条「壹株掛金五千兩と相定候事」、第 2 条「壹名にて幾株致入社候共、又、幾名にて壹株致入社候

共可爲勝手事」、この 2 文から資本金 5000 両の持分（株）を拠出することによって事業に参加する仕組みが定め

られており、近代的株式制度とみなしうる合本的出資形態が確認できる。 
 第三に、経済構想と倒幕戦略との連動である。物流網の整備は、平時の経済合理性のみならず、将来的な有事

を見据えた兵站確保の観点からも重視されていた。当初は京都に近い大和（奈良県）が重視され、その後、交通

の要衝である堺へと構想の重心が移行したが、薩摩藩がこれらを戦略拠点として位置づけたのは、商業的利潤に

加え、政治的・軍事的拠点としての価値を同時に評価していたためである。このことは薩摩藩士伊地知壮之丞（貞

馨）が大久保一蔵（利通）にあてた報告書にも記されている 2)。 
 想定された物流ネットワークは、鹿児島から下関を経て日本海に至る西回り航路構築を基軸としていた。「薩州

商社條書」には堺を本館（本社）とし、主要寄港地を枝館（地方支社）とする全国的な組織編制が構想されてお

り、慶応 3 年（1867 年）の「薩州商社名籍」からは、大坂・江戸・箱館に至る広域物流統合を視野に入れていた

ことが確認できる。この構想は、兵庫開港を契機として進行した外資流入に対抗し、国内資本を結集することで

利益流出を抑制しようとする、経済防衛策としての側面も併せ持っていた。なお、慶応 2 年段階では下関を結節

点とする交易・出資構想も試みられたが、政治的制約の下で実現には至らなかったことが指摘されている。 
 

2.2 庄内・本間家との提携の意味 
 薩州商社構想において、薩摩藩は、庄内藩酒田港を拠点とする豪商・本間家を、薩州商社構想において不可欠

のパートナーとして位置づけていた。本間家は江戸時代を通じて庄内・酒田湊の廻船問屋を務め、西廻り航路に

おいて巨利を得た日本海屈指の豪商であった 3)。 
 本間家の特筆すべき点は、その経済的規模にとどまらず、庄内藩との間に築かれた密接な協働関係にある。庄

内藩は、本間家三代目・光丘の代以降、飢饉や災害時の救済、幕府からの手伝普請（公共事業）、さらに藩内の砂

防林植林や新田開発といったインフラ整備に至るまで、財政および実務の中核を本間家に委ねていた。 
 このように、本間家が藩政運営の実務を実質的に担う体制は、領民の間にも広く認識されており、その象徴と

して「本間様には及びもないが、せめてなりたや殿様に」という言葉が、現在に至るまで庄内地方で語り継がれ

ている 3-4)。 
 この関係性を現代の政治経済学的視点から捉えるならば、庄内藩が「外交・軍事・治安維持」といった公的機

能に特化し、経済運営やインフラ開発を民間主体である本間家に戦略的に委ねた統治構造として理解することが

できる。筆者はこれを、国家機能の一部を民間に委託した「擬似夜警国家モデル」と位置づける 5)。このモデル

は、理論上語られてきた夜警国家に近い統治形態が、幕末期の庄内という地方社会において実質的に成立してい

た可能性を示唆している。 
 薩摩藩にとって本間家との提携は、単なる資金調達を意味するものではなかった。それは、自力では構築困難

であった日本海側の物流ネットワークと、長年にわたり蓄積された高度な商業的知見を、一挙に自藩の経済構想

へ接続する薩摩琉球南方経済圏と蝦夷に至る北前船経済圏の接続を意味していた。この構想の実務的担い手とし

て、慶応 3 年 8 月に薩摩藩から派遣されたのが、本間家の一員であり蘭学者でもあった本間郡兵衛である 6)。 
 郡兵衛は、若年期に画家を志して江戸へ渡り、晩年の葛飾北斎に師事して雅号を北曜と称した。その後、長崎
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において蘭学を修め、石河確太郎の招聘を受けて、薩摩藩の西洋学教育機関である開成所において英学師範を務

めた 7)。慶応 3 年（1867 年）に庄内へ帰省する際には、薩摩藩家老より 200 両と親書を託されたとされている。 
 『酒田市史 第 4 集 海運篇：下』（246 項）に収録されている庄内藩の調査記録「亀ヶ崎足軽御用帳」によれば、

この親書には、「北国筋之儀厚御賴被思召（北国筋の品々について厚く依頼したいことがある）」「薩州問屋奉願度

（薩摩の問屋として働いてもらいたい）」という記述が見られる 7)。これらの記録から、郡兵衛が本間本家をはじ

めとする酒田の商家と接触していた可能性が高い。 
 以上の史料に基づけば、本間郡兵衛は単なる学者や商人というよりも、北前船経済圏の物流インフラを薩摩藩

の経済構想へと結びつけるための交渉実務を担った存在であったと解釈できる。 
 このような役割は、詳細は後段の章で検討するが、薩州商社構想が単なる経済活動にとどまらず、政治的判断

と密接に結びついて展開された藩間提携であった可能性を示唆している。 
 
3．薩州商社構想の挫折と経済戦としての戊辰戦争 
3.1 政治的敵対と経済的軟着陸の模索 
 薩州商社による北前船経済圏接続構想は、幕末期の急激な政局変動の中で挫折することとなった。当時の庄内

藩は、政治的立場と経済的合理性が必ずしも一致しない、きわめて複雑な状況に置かれていた。 
 庄内藩は徳川家康以来、徳川四天王家の一角を占めるという強い自負を藩士層の中に有していた。藩内政治に

おいては、改革派が粛清された「丁卯（ていぼう）の大獄」を経て、佐幕派が主導権を掌握していた。その結果、

慶応 3 年 12 月の江戸薩摩藩邸焼き討ち事件では庄内藩士が実行部隊の中核を担い、薩摩藩との関係は決定的な

敵対関係へと転じた 8-10)。 
 一方で、経済的側面から見れば、庄内・酒田は日本海物流を支える不可欠な結節点であった。酒田市の資料に

よれば庄内藩の下級武士である足軽の家禄は 5 石から 8 石程度にとどまり、慶応 3 年当時の米価（1 両＝1 斗 4
升）を基準に換算すると年収はおよそ 36～57 両に相当する 11-12)。 
 この水準は、開国による金銀流出・戦時的資金需要と流通不安により米価が上昇していた同時期において、実

質的な購買力が低下していたと考えられる。 
 このような状況下において、薩摩藩が本間郡兵衛を派遣した背景には、表面的な政治的対立とは別に、武力衝

突による経済的損失を最小限に抑えるための「軟着陸（ソフトランディング）」を模索する意図が存在していた可

能性がある。本間家の物流アセットを保持したまま自藩の経済圏へ接続しようとする試みは、軍事的対決と並行

して進められた経済交渉として位置づけることができる。 
 
3.2 本間郡兵衛の死：交渉による解決の終焉 
 郡兵衛が薩摩から酒田に帰省した際に携行していたとされる資金は、親書とともに 200 両であったと前述の庄

内藩の記録には記されている。慶応 3 年前後は、金銀比価の崩壊と戦時的資金需要の増大により米価が上昇する

インフレ局面にあり、前述のように庄内藩の足軽が年収 36～57 両程度であったことを踏まえると、200 両は下

級武士の年収の約 3.5～5.6 年分に相当する。この金額は、旅費や餞別、あるいは私的使者への謝礼としては著し

く高額であったと評価できる。 
 また、当時の国際決済が銀貨を基準としていたことを踏まえ、1 両＝60 匁、1 匁＝3.75g、2026 年 1 月時点の

銀地金価格を約 440.3 円/g と仮定すると、200 両は現在価値で約 2,000 万円に相当する 13)。 
 郡兵衛については、「丸に十字」の薩摩藩島津家紋の羽織を着用して外出したため、庄内藩内の佐幕派から反感

を買い「薩摩の間諜（スパイ）」と判断され、鶴ヶ岡城下において軟禁されたとする通説が存在する。しかし、薩

州商社の定款に相当する條書には「みだりに薩摩の名を名乗ることを禁ずる」という趣旨の規定が含まれており、

郡兵衛自身がその草案作成に関与していたとされる。交渉実務を担う立場にあった郡兵衛が、自ら定めた行動規

範に反する軽率な振る舞いを行ったとは考えにくい。 
 以上を総合すると、薩摩藩家老級から郡兵衛に対して（1）親書、（2）200 両という高額資金、（3）薩摩藩紋の

羽織、という三点が一括して下賜されていることがわかる。この三点セットは、現代の企業で言えば、委任状・

活動資金・社章に相当する。郡兵衛は単なる私的使者ではなく、薩摩藩を正式に代表して交渉および取引遂行に

あたる、いわば「商務外交官」としての役割を担っていたと解釈できる。 
 慶応 4 年 1 月に戊辰戦争が勃発すると、庄内藩は奥羽越列藩同盟に参加し、旧幕府側として行動することとな
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った。この時点で、薩摩藩との提携構想は事実上破談となったと考えられる。 
 郡兵衛は同年 7 月、軟禁先の鶴ヶ岡城下の親戚宅で急死した。その死因については、暗殺説や粛清説を含む諸

説が存在するが、戦時下であったこともあり確定的な資料は出回っていない。 
 郡兵衛の急死が、新政府軍に加担していた新庄藩居城新庄城を、庄内藩が攻略した時期と近接している点は注

目に値する。このことは、交渉による紛争回避を模索していた外交官としての郡兵衛が、戦局の激化に伴い、交

渉継続を望まない藩内強硬派、あるいは外部勢力によって軟禁先で排除された可能性を示唆している。 
 このように死因は諸説あるが、ともかくとして本間郡兵衛の死をもって、薩州商社構想に象徴される薩摩藩の

経済圏型経済戦略は、名実ともに終焉を迎えたと位置づけることができる。 
 
4．戦後における社会システムの衝突と帰結 
戊辰戦争終結後、旧幕府軍の主力として戦った庄内藩に対する処分は、会津藩などと比較して相対的に軽微で

あった。通説では、西郷隆盛が武士道精神に基づき「降伏した者をないがしろにしない」という寛大な処遇を行

った結果と説明されることが多い 14)。しかし、この処分の背景には、戦後の新国家建設を見据えた、より実務的

な判断が存在していた可能性がある。すなわち、薩摩側が本間家の有する日本海物流に関する高度な実務能力を、

新政府の経済基盤として再編・活用することを視野に入れていたと解釈することができる。 
 この解釈を裏づけるものとして、明治期における人的・文化的交流の継続が挙げられる。明治 10 年（1877 年）

の西南戦争では、庄内出身の士族が西郷軍に義勇兵として参加する事例が見られ、かつて敵対した藩同士を超え

た連帯が形成されていた 15)。また、現在の酒田市には西郷隆盛を祀る南洲神社が建立され、鶴岡市と鹿児島市は

現在に至るまで「兄弟都市」として関係を維持している。 
 さらに、明治 8 年 5 月（1875 年）には、7 代目本間家当主・本間光輝が、菅実秀を代表とする旧庄内藩鹿児島

訪問団の一員として鹿児島を訪問している 16)。この訪問は、薩州商社構想が制度としては挫折した後も、北海道

から琉球に至る広域物流ネットワークの接続可能性が、形を変えて確認されていたことを示す商業的なデモンス

トレーションと位置づけることができる。 
 しかしながら、明治初期の本間家の紡いだ庄内と薩摩の連帯は、あくまで民間レベルの交流として継続したに

過ぎないと筆者は考える。本間家が藩政期に担ってきた行政実務との協働関係は、廃藩置県をはじめとする明治

期の制度改革の進展とともに解消されていった。本間家は海運・倉庫を主力とした民間業者として事業を継続す

る道を選び、地方行政の第一線から退いた。この統治構造の転換が顕在化したのが、明治 6 年（1873 年）に発生

し、明治 13 年（1880 年）まで続いた「ワッパ騒動」である 17)。 
明治政府は地租改正を通じて、税制を年貢（現物納）から金納（現金納）へと移行させる制度改革を推進した。

しかし、旧庄内藩士が実権を握っていた地方行政（酒田県など）では、この変更が農民に十分に周知されないま

ま、従来どおりの米納が事実上強要された。当時は米価が高騰しており、本来であれば現金納によって差額を農

民に還元すべき状況であったにもかかわらず、現物徴収を継続することで、その差益が士族層への既得権益の維

持に充てられていた。この対応は、現代的な視点から見れば、新制度への移行を拒否し、旧来の運用を無理に延

命させた結果として生じた制度的な機能不全と評価できる。 
この騒動の本質は、ガバナンスの空洞化にあったと考えられる。経済体制が急速に転換する中で、それまで財

政実務を実質的に担ってきた本間家が、内部事情もあり公的領域の第一線から退いた。その結果、自前の経済運

営システムを十分に有していなかった旧藩士層が地方行政を担うこととなり、新たな制度環境への適応に失敗し

た。この過程で、不正な取引や恣意的運用が常態化し、組織としての統治能力が自壊していったと理解すること

ができる。 
 もっとも、このような制度的混乱は、庄内地域に特有の現象としてのみ捉えるべきではない。明治初期におけ

る急激な制度刷新は、日本各地で旧士族層と新政府の間に深刻な摩擦を生じさせていた。西南戦争をはじめとす

る士族反乱や各地の騒擾は、旧来の実務慣行や価値観が、新体制の制度論理と衝突した結果として理解される。

庄内におけるワッパ騒動もまた、近代国家形成期において地方行政を担った士族層が直面した、構造的困難の一

端を示す事例として位置づけられるであろう。 
 
5．結論 
 本研究は、薩州商社構想を幕末期日本における経済ネットワーク再編の試みとして再評価し、戊辰戦争を政治
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的・軍事的対立にとどまらない、異なる経済システム間の衝突過程として捉え直すことを目的とした。 
 薩州商社が掲げた、自藩産品と北国米の直接交換による「南北経済補完」の構想や、欧米の会社制度を参照し

た広域物流統合の試みは、後の総合商社や財閥形成に先行する要素を備えていた。とりわけ、庄内・酒田の本間

家を日本海物流の中核拠点として位置づけ、藩境を越えた流通ネットワークの構築を構想していた点は、当時と

しては先進的な経済戦略であったと評価できる。 
 しかし、この構想は戊辰戦争の勃発と、交渉実務を担っていた本間郡兵衛の死によって実現に至らなかった。

この挫折は、単なる一商業計画の失敗ではなく、武力による強制的統合に代わる、経済的交渉を通じた「軟着陸

（ソフトランディング）」という選択肢が失われたことを意味している。本稿で示したように、郡兵衛に下賜され

た 200 両は、当時の米価および庄内藩下級武士の家禄水準と比較しても著しく高額であり、交渉および取引遂行

のための裁量的資金であった可能性が高い。この点は、薩州商社構想が単なる理念ではなく、具体的な実務段階

に入っていたことを裏づけている。 
 また、戊辰戦争終結時における庄内藩への比較的軽微な処分についても、本稿は従来の人格論的解釈に加え、

日本海物流の維持という経済的合理性の観点から再検討する視座を提示した。薩州商社構想を通じて共有されて

いた物流ネットワークの重要性は、戦後の人的交流や地域間連携の継続にも影響を与え、明治維新が単なる政権

交代ではなく、経済システムの再編過程であったことを示唆している。 
 以上より、本研究は、薩州商社構想を未遂に終わった経済戦略として位置づけるとともに、戊辰戦争を「経済

戦争」という分析枠組みから捉えることで、幕末維新期の地域経済と国家形成の関係を再考する一つのケースス

タディを提示した。 
 
6．今後の課題 
 本研究は、本学および近隣図書館の所蔵資料、公的史料、既存の学術研究、庄内地方の通説・逸話、自治体公

開資料、および Wikipedia などのインターネット公開情報に基づく検討にとどまっている。とりわけ Wikipedia
については、学術的厳密性の観点から一次史料や学術文献での確認が望ましいが、地域の高専という資料アクセ

スの制約の中で、広範な情報への入口として活用した。今後の課題として、以下の三点を挙げたい。第一に、薩

州商社に関する定款や書簡類をさらに精査し、資金調達スキームや交易品目の実態を定量的に明らかにすること

で、構想の実務的成熟度を検証する必要がある。第二に、本間家側の記録や庄内藩の財務資料と突き合わせるこ

とで、郡兵衛の活動が藩内の恭順派や改革派の動向とどのように連動していたのかを明らかにすることが求めら

れる。第三に、戊辰戦争期における加賀・越前・蝦夷地など他地域の商人ネットワークとの比較分析を行い、日

本海北前船経済圏のダイナミズムをより多層的に捉え直すことが今後の課題である。 
 
7．結びに 
 筆者は、鶴岡工業高等専門学校において産学連携を担う地域連携センターの委員として、地元企業や文化団体

と交流する上で、庄内地域の歴史を学習する必要に迫られた。その過程で本間家および庄内の経済史を調査する

中、薩州商社構想と実務家教員である本間郡兵衛の存在を知るに至った。とりわけ、酒田市史に記載された薩州

商社條書が、現代における起業時の定款と相当する構造を有している点に着目したことが、本稿執筆の契機であ

る。 
 筆者もこれまで複数のスタートアップ企業の立ち上げに携わってきた実務家教員でもある。その立場から見る

と、150 年以上前に構想された薩州商社の制度設計は、現代のビジネスにおいても通用し得る合理的なロジック

に基づいて構築されている。また、本間郡兵衛や石河確太郎らが交わした書簡に見られる調整、交渉、資金繰り、

構想の挫折といった実務上の課題は、筆者自身が経験してきた地域連携事業や起業プロジェクトの遂行過程と多

くの点で共通しており、歴史資料を通じて現代的課題を再考する視座を与えるものであった。 
 薩州商社構想という未遂に終わった経済戦略を手がかりに、幕末維新期の地域経済と国家形成を経済ネットワ

ークの観点から捉え直す試みである。その過程で明らかとなった知見を、本間郡兵衛をはじめ、日本の商業近代

化の基盤形成に関わりながらも歴史の表舞台から姿を消した無名の実務者である先輩方に本稿を捧げたい。 
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（
参
考
文
献
） 

・
撫
子
凛
『
小
袖
雛
形
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク 

イ
ラ
ス
ト
で
楽
し
む
江
戸
着
物
の
文
様

と
デ
ザ
イ
ン
』（
株
式
会
社
マ
ー
ル
社 

二
〇
二
四
年
四
月
二
〇
日
） 

 

・
河
田
昌
之
・
赤
澤
真
理
・
大
口
裕
子
・
伊
永
陽
子 

編
『
伊
勢
物
語 

造
型
表
現
集

成
』（
株
式
会
社
思
文
閣
出
版 

二
〇
二
四
年
四
月
二
五
日
） 

 

・
小
山
弓
弦
葉
『
小
袖 

江
戸
デ
ザ
イ
ン
の
粋
』（
東
京
国
立
博
物
館
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

（
東
京
国
立
博
物
館 

二
〇
一
九
年
六
月
二
六
日
） 

 

・
小
山
弓
弦
葉
『
日
本
の
美
術 

第
五
二
四
号 

光
琳
模
様
』（
監
修 

独
立
行
政
法
人
国

立
文
化
財
機
構 

至
文
堂 

二
〇
一
〇
年
一
月
一
〇
日
） 

 
・
京
都
国
立
博
物
館
編
集
『
工
芸
に
み
る
古
典
文
学
意
匠
』（
株
式
会
社
紫
紅
社 

一
九
八

〇
年
三
月
三
一
日
） 
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矢
絣
模
様 

「
出
戻
り
し
な
い
」「
ま
っ
す
ぐ
進
む
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
男
が
女

を
連
れ
て
、
雨
の
中
を
必
死
に
進
む
姿
が
、
も
う
後
戻
り
せ
ず
に
二
人
で
生
き
よ
う
と

い
う
駆
け
落
ち
の
よ
う
に
感
じ
た
た
め
、
戻
ら
ず
に
進
む
決
意
を
表
す
矢
絣
の
模
様
が

こ
の
場
面
に
よ
く
合
う
と
思
い
、
こ
の
柄
を
選
ん
だ
。 

物
語
を
理
解
し
た
う
え
で
古
典
文
様
を
自
分
で
調
べ
、
物
語
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
デ
ザ
イ

ン
に
組
み
込
ん
だ
、
学
習
者
の
思
い
の
こ
も
っ
た
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。 

 

図
７
は
小
袖
の
中
央
部
に
「
芥
河
」
を
指
す
「
川
」
を
配
置
し
て
い
る
が
、
物
語
に
は
出

て
来
な
い
「
月
」
や
「
菊
」
を
大
き
く
描
い
て
い
る
。
こ
れ
は
女
に
焦
点
を
当
て
て
デ
ザ
イ

ン
し
た
も
の
だ
と
い
う
。 

大
事
に
、
玉
の
よ
う
に
大
切
に
育
て
ら
れ
た
女
の
儚
さ
と
可
憐
さ
を
表
し
た
。
高
貴
な

イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
た
め
に
菊
の
花
を
描
き
、
満
月
は
物
語
が
夜
で
あ
る
こ
と
、
女

性
ら
し
さ
や
手
が
届
か
な
い
と
い
う
意
味
を
込
め
た
。 

と
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
を
語
っ
て
お
り
、
内
容
を
踏
ま
え
て
モ
チ
ー
フ
を
自
分
な
り
に
組
み
合

わ
せ
派
生
さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。 

 

図
８
は
物
語
に
直
接
関
連
し
た
要
素
は
無
い
も
の
の
、「
こ
の
神
秘
的
な
愛
の
形
を
誰
に

も
邪
魔
さ
れ
ず
に
き
れ
い
な
ま
ま
保
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を
込
め
た
」
と
そ
の
意
図

を
学
習
者
は
述
べ
て
い
る
。「
桜
」
は
恋
心
を
表
し
、「
網
代
模
様
」
は
魔
除
け
の
意
味
を
持

ち
、
男
と
女
の
淡
い
恋
を
邪
魔
す
る
も
の
か
ら
守
ろ
う
と
す
る
配
置
に
し
た
と
い
う
。
ま
た

デ
ザ
イ
ン
の
際
に
色
付
け
は
し
な
か
っ
た
が
、
学
習
者
か
ら
は
、
小
袖
の
地
の
色
は
赤
色
＝

魔
除
け
、
桜
は
紫
色
＝
神
秘
、
と
色
彩
へ
の
言
及
も
あ
っ
た
。
授
業
に
お
い
て
、『
新
撰
御

ひ
い
な
が
た
』
の
雛
形
を
元
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
実
際
の
小
袖
や
振
袖
の
画
像
を
見
せ
た

（
注
６
）
こ
と
も
色
彩
へ
の
興
味
関
心
・
こ
だ
わ
り
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

物
語
内
容
を
踏
ま
え
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
思
い
と
世
界
に
対
し
て
自
分
が
ど
う
思
う
か
、
と

い
う
考
え
を
小
袖
の
デ
ザ
イ
ン
と
い
う
形
で
表
現
し
た
非
常
に
高
い
主
体
性
が
見
ら
れ
る

事
例
で
あ
る
。 

        

                

四
．
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
の
学
習
効
果 

  

同
じ
も
の
を
見
て
も
、
読
ん
で
も
、
聞
い
て
も
、
味
わ
っ
て
も
、
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
と
い
う
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
突
き
付
け
ら
れ
、
そ
の

面
白
さ
を
実
感
で
き
る
の
が
、
こ
の
表
現
の
学
習
で
あ
る
。
授
業
と
い
う
同
じ
空
間
に
お
い

て
初
め
て
『
伊
勢
物
語
』「
芥
河
」
を
知
り
、
学
ん
だ
学
習
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
受

け
止
め
を
し
、
ど
の
場
面
に
注
目
し
て
表
現
す
る
か
。
そ
し
て
そ
の
表
現
の
た
め
に
さ
ら
に

自
分
自
身
で
調
べ
、
探
究
し
、
表
現
を
工
夫
す
る
と
い
う
学
び
の
サ
イ
ク
ル
を
動
か
す
き
っ

か
け
と
し
て
本
授
業
が
機
能
し
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
成
果
物
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
他
者

の
視
点
の
違
い
、
物
の
見
方
の
違
い
を
学
び
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
の
学
習
を
通
し
た
学
習
者
の
反
応
も
古
典
に
対
す
る
意
識
の
変
容
が
見
ら
れ
た
。

実
践
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、『
伊
勢
物
語
』「
芥
河
」
へ
の
理
解
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
小

袖
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
を
好
意
的
に
受
け
取
っ
た
学
習
者
が
八
九
％
と
い
う
結
果
に
な

っ
た
。
古
典
意
匠
と
い
う
享
受
の
形
を
自
ら
の
手
で
担
う
こ
と
で
古
典
に
対
す
る
興
味
関
心

を
喚
起
し
た
。
単
な
る
文
学
史
や
文
法
学
習
、
話
の
展
開
の
理
解
に
留
ま
ら
な
い
学
び
の
形

が
、
主
体
的
な
学
び
を
促
進
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
ば
し
ば
、
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で
は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
自
分
た
ち
で
構
想
で
き
る
点
も
題
材
と
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考

え
、
デ
ザ
イ
ン
の
題
材
と
し
て
本
作
品
・
章
段
を
選
定
し
た
理
由
で
あ
る
。 

学
習
者
が
『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
ど
の
よ
う
な
要
素
・
素
材
を
用

い
て
表
現
す
る
の
か
を
成
果
物
を
通
し
て
分
析
し
た
結
果
、
大
き
く
次
の
五
つ
の
要
素
に
分

類
で
き
た
。 

【
風
景
】（
五
五
％
） 

【
人
物
や
鬼
】（
一
七
％
） 

【
文
様
】（
一
三
％
） 

 

【
文
字
】（
一
〇
％
） 

【『
伊
勢
物
語
』
他
章
段
】（
五
％
） 

中
に
は
要
素
が
重
複
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
今
回
は
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
小
袖
の
メ
イ
ン

と
な
る
図
柄
で
分
類
し
た
。
な
お
、【『
伊
勢
物
語
』
他
章
段
】
に
分
類
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
多

く
は
、
第
九
段
「
東
下
り
」
か
ら
「
杜
若
」
や
「
都
鳥
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も
の
で
あ
っ

た
。
授
業
者
は
課
題
の
題
材
を
第
六
段
の
み
に
限
定
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
第
二
三
段
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
雛
形
を
提
示
し
た
こ
と
も
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
全
般
を
対
象
と
誤
認
し

た
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
は
反
省
点
で
あ
る
。 

 

デ
ザ
イ
ン
の
中
で
事
例
が
一
番
多
か
っ
た
【
風
景
】
は
、「
芥
河
」
の
「
川
」、
物
語
に
登

場
す
る
「
雷
」、
男
と
女
に
と
っ
て
重
要
な
草
の
上
の
「
露
」
の
三
つ
が
素
材
と
し
て
多
く

使
用
さ
れ
た
。
物
語
上
は
男
女
が
川
の
ほ
と
り
ま
で
逃
げ
て
来
て
、
雨
・
風
・
雷
が
ひ
ど
く

な
っ
て…

と
い
う
話
の
流
れ
・
時
間
の
経
過
が
あ
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
の
多
く
が
同
時
に
描
く

「
異
時
同
図
法
」
の
構
図
を
取
っ
て
い
た
。【
人
物
や
鬼
】
は
、
授
業
で
提
示
し
た
伊
勢
物

語
絵
の
構
図
を
踏
襲
し
た
も
の
が
多
く
、
男
が
女
を
背
負
う
構
図
や
鬼
の
狂
気
性
を
描
く
デ

ザ
イ
ン
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。【
文
字
】
は
そ
の
中
の
五
七
％
が
「
芥
河
（
川
）」
で
あ
っ
た
。

『
伊
勢
物
語
』
第
二
三
段
の
事
例
の
影
響
も
あ
る
だ
ろ
う
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
事
例
で
は
、

物
語
中
で
男
が
詠
ん
だ
和
歌
の
下
の
句
（
つ
ゆ
と
こ
た
へ
て
消
え
な
ま
し
も
の
を
）
を
散
ら

し
書
き
す
る
、
と
い
う
事
例
も
あ
っ
た
。【
文
様
】
は
単
体
で
は
な
く
、
他
の
図
柄
と
組
み

合
わ
さ
れ
て
使
用
さ
れ
る
事
例
が
多
く
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
で
あ
っ
た
。
選
ぶ
文
様
は

「
麻
の
葉
」「
鱗
」
の
魔
除
け
の
意
味
を
持
つ
も
の
や
「
七
宝
」「
梅
」
の
吉
祥
文
様
を
選
ぶ

例
が
あ
っ
た
。
後
述
す
る
事
例
で
も
触
れ
る
が
、
文
様
を
用
い
る
際
は
そ
の
文
様
の
意
味
を

調
べ
、「
鬼
か
ら
守
る
た
め
の
魔
除
け
」「
男
と
女
が
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
ら
吉
祥
文
様

で
幸
せ
を
願
う
」
と
い
っ
た
学
習
者
の
思
い
が
反
映
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
作
品
を
理
解
し

た
う
え
で
学
習
者
自
ら
が
考
え
、
思
い
を
表
現
し
て
い
る
様
相
が
見
ら
れ
た
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
あ
る
。。 

 

三―

二 

事
例
紹
介  

 

 

こ
こ
か
ら
は
具
体
的
に
学
習
者
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
小
袖
の
事
例
を
紹
介
し
た
い
。 

ま
ず
、
図
３
は
風
景
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。「
芥
河
」
の
内
容
に
即
し
た
デ
ザ
イ
ン
で
、

「
雷
」「
川
」「
雨
」
と
い
う
要
素
は
、
や
っ
と
の
こ
と
で
盗
み
出
し
た
女
を
連
れ
て
男
が
た

ど
り
つ
い
た
川
の
ほ
と
り
、
そ
し
て
天
候
が
荒
れ
た
こ
と
で
女
を
鬼
の
い
る
あ
ば
ら
家
に
避

難
さ
せ
て
し
ま
い…

と
い
う
話
の
展
開
の
中
心
と
な
る
舞
台
を
描
い
て
い
る
。
右
上
か
ら
左

下
へ
と
大
胆
に
描
く
雷
が
物
語
の
猟
奇
性
を
示
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

図
４
は
人
物
と
文
字
文
様
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
物
語
の
後
半
部
で
、
女
は
男
に
背
負

わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、「
芥
河
」
を
絵
画
化
し
た
作
品
の
多
く
は
川
の
ほ
と

り
で
女
が
男
に
背
負
わ
れ
て
い
る
構
図
で
あ
る
。（
注
４
）
図
４
は
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
小

袖
に
大
胆
に
描
く
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
。「
芥
川
」
の
文
字
文
様
を
入
れ
て
あ
る
も
の
の
、
お

そ
ら
く
文
字
文
様
が
無
く
と
も
こ
の
構
図
の
絵
に
よ
っ
て
『
伊
勢
物
語
』「
芥
河
」
を
示
す

と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
わ
か
り
や
す
さ
、
よ
り
も
、
わ
か
る
ひ
と
に
は
わ
か

る
面
白
さ
を
考
え
た
表
現
に
す
る
た
め
に
は
「
芥
川
」
が
無
い
パ
タ
ー
ン
の
デ
ザ
イ
ン
が
効

果
的
だ
っ
た
か
と
考
え
る
が
、
ど
ち
ら
に
せ
よ
、
伊
勢
物
語
絵
の
典
型
の
構
図
を
上
手
く
享

受
し
て
描
い
た
作
品
と
言
え
る
。 

 

図
５
～
７
は
物
語
に
描
か
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
用
い
な
が
ら
も
、
独
自
の
解
釈
や
思
い
を
込

め
、
古
典
文
様
を
組
み
合
わ
せ
て
デ
ザ
イ
ン
し
た
事
例
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
図
５
は
小
袖

の
背
面
に
描
い
た
「
露
」
と
下
部
の
「
折
れ
た
矢
」
が
男
の
象
徴
と
し
て
、
印
象
的
に
描
い

て
い
る
。
男
に
背
負
わ
れ
川
の
ほ
と
り
に
た
ど
り
着
い
た
女
は
草
の
葉
の
上
の
露
を
見
て
、

「
か
れ
は
何
ぞ
」
と
男
に
問
う
が
、
男
は
答
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
女
は
鬼
に
食
わ
れ
て

姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
の
男
の
悲
し
み
を
詠
ん
だ
歌
が 

 
 

白
玉
か
何
ぞ
と
人
の
問
ひ
し
と
き
つ
ゆ
と
こ
た
へ
て
消
え
な
ま
し
も
の
を 

で
あ
る
。
あ
の
と
き
女
が
問
う
た
こ
と
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
し
て
一
瞬
に

し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
。
自
分
も
一
緒
に
消
え
て
し
ま
い
た
か
っ
た
、
と
い
う
男
の
悲
し
み

が
こ
め
ら
れ
た
歌
を
象
徴
す
る
も
の
が
「
つ
ゆ
（
露
）」
で
あ
る
。
ま
た
、
男
は
女
を
あ
ば
ら

家
に
避
難
さ
せ
、
追
っ
手
を
警
戒
し
て
弓
と
胡
簶
を
背
負
っ
て
い
た
と
い
う
描
写
か
ら
、
矢

を
描
い
た
。
し
か
し
男
の
望
み
は
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
折
れ
た
」
矢
を
描

く
、
と
い
う
工
夫
を
し
て
い
る
。
物
語
内
容
を
咀
嚼
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
に
昇
華

さ
せ
た
好
例
で
あ
る
。 

 

図
６
は
小
袖
の
中
央
に
川
を
描
き
、
上
部
に
市
松
模
様
、
下
部
に
矢
絣
模
様
を
描
い
た
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
。
学
習
者
は
デ
ザ
イ
ン
の
意
図
を
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。 

市
松
模
様 
「
永
遠
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
芥
河
」
に
出
て
く
る
女
と
男
が
ず
っ

と
一
緒
に
い
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
た
。 
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鬼
は
や
一
口
に
食
ひ
て
け
り
。 

の
部
分
を
、 

 
 

鬼
／
は
や
／
一
口
／
に
／
食
ひ
／
て
／
け
り
。 

で
は
な
く
、 

 

鬼
は
／
や
／
一
口
／
に
／
食
ひ
／
て
／
け
り
。 

と
分
解
す
る
場
合
が
あ
る
。「
は
」
を
口
語
文
法
の
助
詞
と
捉
え
、
そ
の
後
の
「
や
」
の
訳
に

詰
ま
る
と
い
う
現
象
が
複
数
見
ら
れ
た
。
事
前
に
本
文
の
音
読
を
す
れ
ば
こ
の
躓
き
は
解
消

さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
が
、
あ
え
て
躓
く
こ
と
で
口
語
と
文
語
の
違
い
を
実
感
す
る
こ
と
を

狙
い
、
音
読
も
行
わ
ず
に
現
代
語
訳
に
挑
戦
さ
せ
て
い
る
。 

そ
の
後
、
授
業
者
は
巡
回
し
な
が
ら
ヒ
ン
ト
を
与
え
、
学
習
者
が
発
表
で
き
る
状
態
に
あ

る
事
を
確
認
し
た
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
が
担
当
箇
所
の
現
代
語
訳
を
発
表
し
、
授
業
者

が
章
段
全
体
の
現
代
語
訳
と
話
の
展
開
を
解
説
し
理
解
を
深
め
る
と
い
う
流
れ
を
と
っ
た
。

こ
の
協
同
学
習
は
、
学
生
同
士
が
相
互
に
得
手
不
得
手
を
補
い
合
い
、
互
い
の
読
み
の
違
い

を
す
り
合
わ
せ
な
が
ら
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
通
し
、
学
力
だ
け
で
は
な
く
、
お
互
い
の

意
見
を
尊
重
し
協
調
す
る
力
を
養
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
に
対

す
る
学
習
者
個
々
の
理
解
度
や
感
想
は
、
ミ
ニ
ッ
ツ
ペ
ー
パ
ー
を
用
い
て
確
認
す
る
。
ミ
ニ

ッ
ツ
ペ
ー
パ
ー
は
授
業
中
、
学
習
者
に
記
述
さ
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
質
問
用
紙
で
あ
る
。
学

習
者
が
学
習
を
振
り
返
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
授
業
者
に
と
っ

て
も
学
習
者
の
理
解
度
を
す
ぐ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
授
業
方
法
や
解
説
方
法

の
振
り
返
り
が
可
能
に
な
る
有
効
な
方
法
で
あ
る
と
考
え
、
授
業
で
取
り
入
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
視
覚
的
に
理
解
を
深
め
る
方
法
と
し
て
「
伊
勢
物
語
絵
」（
注
４
）
を
見
せ
、
絵

の
解
説
を
行
っ
た
。
物
語
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
化
・
工
芸
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
う

具
体
的
な
享
受
の
事
例
を
見
る
こ
と
で
、
物
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
深
化
さ
せ
る
と
と
も
に
表
現

の
多
様
性
を
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
で
あ
る
。 

ま
た
、
小
袖
デ
ザ
イ
ン
の
課
題
に
取
り
組
む
た
め
の
事
前
学
習
と
し
て
、『
新
撰
御
ひ
い

な
が
た
』（
注
５
）
を
取
り
上
げ
た
。
小
袖
と
は
日
本
の
伝
統
的
衣
装
の
一
つ
で
、
室
町
時

代
中
期
か
ら
は
表
着
と
し
て
男
女
を
問
わ
ず
着
用
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
桃
山
小
袖
、
慶
弔

小
袖
、
寛
文
小
袖
、
元
禄
小
袖
な
ど
の
小
袖
の
形
式
が
あ
る
。『
新
撰
御
ひ
い
な
が
た
』
は

小
袖
の
形
を
し
た
雛
形
に
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
掲
載
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ザ
イ
ン
ブ

ッ
ク
」
と
し
て
活
用
さ
れ
た
小
袖
雛
形
本
で
あ
る
。
小
袖
雛
形
本
は
江
戸
時
代
前
期
か
ら
中

期
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
、
人
々
は
雛
形
本
を
参
考
に
小
袖
を
注
文
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。（
注

６
）
例
え
ば
、
図
１
は
『
伊
勢
物
語
』
第
二
三
段
「
筒
井
筒
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
文
字
文
様

で
「
井
筒
」
と
描
い
た
小
袖
で
あ
る
。
現
代
で
も
文
字
を
入
れ
た
洋
服
は
よ
く
あ
る
が
、
こ

れ
だ
け
大
胆
に
小
袖
に
描
く
、
と
い
う
デ
ザ
イ
ン
は
学
習
者
に
新
鮮
に
映
っ
た
よ
う
だ
。
文

字
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
活
用
す
る
と
い
う
、
現
代
文
化
に
お
い
て
も
ご
く
当
た
り
前
に
あ
る

発
想
が
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
既
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
現
代
と
の
「
つ
な
が
り
」
を
意

識
で
き
た
と
い
う
学
習
者
も
い
た
。
ま
た
、
図
２
は
『
平
家
物
語
』「
扇
の
的
」
を
モ
チ
ー
フ

に
、
波
と
扇
、
そ
し
て
矢
を
描
い
た
小
袖
で
あ
る
。『
平
家
物
語
』
扇
の
的
は
、
那
須
与
一
が

海
に
漂
う
船
の
竿
頭
の
扇
を
弓
で
射
る
と
い
う
話
で
あ
る
。
図
１
の
よ
う
な
大
き
な
ヒ
ン
ト

に
な
る
文
字
文
様
は
無
い
も
の
の
、
学
習
者
は
中
学
校
で
『
平
家
物
語
』「
扇
の
的
」
を
既

習
の
場
合
が
多
く
、
絵
を
見
る
だ
け
で
「
扇
」「
矢
」「
波
」
と
い
う
要
素
か
ら
連
想
し
、
モ

チ
ー
フ
作
品
を
当
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
小
袖
雛
形
本
の
学
び
を
通
し
て
、
絵
解
き
の

よ
う
な
楽
し
さ
を
経
験
し
、
文
学
と
生
活
の
つ
な
が
り
、
過
去
と
現
在
の
つ
な
が
り
を
意
識

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
視
覚
教
材
と
し
て
も
小
袖
雛
形
本
は
有
用
で
あ
る
と
考
え
る
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
．
小
袖
を
デ
ザ
イ
ン
す
る 

 

三―

一 

課
題
内
容
と
デ
ザ
イ
ン
の
傾
向 

 
 

『
伊
勢
物
語
』
第
六
段
の
学
習
内
容
を
踏
ま
え
、
自
分
の
力
で
作
品
を
享
受
し
表
現
す
る

目
的
で
小
袖
の
デ
ザ
イ
ン
を
実
践
し
た
。
前
述
の
通
り
、『
新
撰
御
ひ
い
な
が
た
』（
小
袖
雛

形
本
）
を
活
用
し
、
小
袖
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
様
々
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
こ
と
で
、
デ
ザ
イ
ン
の
自
由
度
と
完
成
系
の
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
。
そ
の
上
で
、
一
人

一
つ
、
小
袖
の
背
面
・
両
袖
の
デ
ザ
イ
ン
を
型
紙
に
描
い
た
。
な
お
管
見
の
限
り
、『
伊
勢

物
語
』
第
六
段
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
小
袖
の
デ
ザ
イ
ン
は
無
く
、
既
存
の
デ
ザ
イ
ン
の
模
倣

  
図 1『伊勢物語』筒井筒 

 
図 2『平家物語』扇の的 



教
育
・
指
導
論
文
（
査
読
な
し
） 

『
結
ひ
の
古
典
』
を
用
い
た
古
典
教
育
（
二
）
ー
小
袖
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
ー 

森
木 

三
穂 

キ
ー
ワ
ー
ド
：
古
典
教
育
、
探
求
学
習
、
小
袖
、
意
匠

 

一
． 

は
じ
め
に 

  

『
結
ひ
の
古
典
』
と
は
、
令
和
六
年
三
月
二
五
日
に
発
行
さ
れ
た
高
等
専
門
学
校
の
国
語

科
教
員
七
名
（
高
専
古
典
教
育
研
究
会
）
で
編
ん
だ
古
典
教
育
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
古
典
教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
た
め
、
従
来
の
検
定
教
科
書
と
は
異
な
る
作
品
を

選
出
し
、
作
品
同
士
の
「
つ
な
が
り
」
を
意
識
し
た
配
列
を
行
い
、
探
究
活
動
の
可
能
性
を

探
る
ベ
ー
ス
と
な
る
教
材
を
作
っ
た
。
令
和
七
年
度
は
全
国
六
高
専
で
使
用
し
、
授
業
実
践

を
通
し
て
古
典
教
育
の
方
法
と
教
育
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
詳
し
い
作
製
意
図
や
経
緯
に

つ
い
て
は
拙
稿
（
注
１
）
を
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。 

本
稿
で
は
『
結
ひ
の
古
典
』
を
用
い
た
古
典
教
育
の
中
か
ら
、『
伊
勢
物
語
』
の
授
業
実
践

を
取
り
上
げ
る
。
具
体
的
に
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
内
容
と
物
語
が
意
匠
化
・
工
芸
化
さ
れ
、

後
世
の
人
々
に
よ
っ
て
享
受
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
学
ぶ
。
そ
の
上
で
、
学
習
者
も
享
受
者
と

な
り
、
物
語
内
容
を
踏
ま
え
た
小
袖
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
い
う
課
題
に
取
り
組
む
授
業
実
践

で
あ
る
。
そ
の
教
育
成
果
・
効
果
に
つ
い
て
報
告
す
る
。 

 

二
． 

授
業
実
践
事
例 

 

二―

一 

『
伊
勢
物
語
』
第
六
段 

芥
河
と
は  

  

『
伊
勢
物
語
』
は
平
安
時
代
に
書
か
れ
た
歌
物
語
で
あ
る
。
各
章
段
に
和
歌
が
入
り
、
そ

の
和
歌
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
詠
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
と
い
う
詠
歌
の
事
情
が
物
語

の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
物
語
と
呼
ば
れ
る
。
一
二
五
段
の
章
段
か
ら
構
成
さ

れ
た
「
男
」
の
一
代
記
で
あ
り
、
そ
の
「
男
」
の
モ
デ
ル
は
六
歌
仙
の
一
人
・
在
原
業
平
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
取
り
扱
う
章
段
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、『
伊
勢
物
語
』
は
現
行
の
高

等
学
校
国
語
科
検
定
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
、
学
校
教
育
現
場
で
扱
う
古
典
文
学
の
典
型
で
あ

る
と
言
え
よ
う
。 

第
六
段
「
芥
河
」
は
、
あ
る
男
が
長
年
恋
焦
が
れ
た
女
を
や
っ
と
の
思
い
で
盗
み
出
す
も

の
の
、
逃
避
行
の
途
中
で
女
は
鬼
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
衝
撃
的
な
展
開
が
描
か
れ

る
章
段
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
切
な
人
を
失
っ
た
男
の
痛
み
と
悲
し
み
が
男
の
和
歌
を
通
し

て
、
読
ん
で
い
て
心
が
苦
し
く
な
る
ほ
ど
切
な
く
表
現
さ
れ
て
い
る
章
段
で
も
あ
る
。
物
語

の
後
半
部
で
は
、
実
は
女
は
清
和
天
皇
に
入
内
す
る
前
の
二
条
后
で
あ
り
、
鬼
に
食
わ
れ
た

の
で
は
な
く
、
兄
た
ち
に
取
り
返
さ
れ
た
の
だ
と
、
実
在
の
人
物
の
名
前
を
挙
げ
て
解
説
し
、

読
者
を
物
語
世
界
か
ら
現
実
に
引
き
戻
す
。
そ
の
点
か
ら
、「
政
治
的
な
理
由
に
よ
っ
て
愛

す
る
女
と
の
仲
を
引
き
裂
か
れ
た
「
男
」
の
物
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
」（
注
２
）
と
読
ま

れ
て
い
る
話
で
あ
る
。 

  

二―

二 

授
業
の
展
開
と 

学
習
者
の
反
応 

 

男
の
一
途
な
思
い
に
見
ら
れ
る
純
粋
な
愛
と
猟
奇
的
な
話
の
展
開
。
そ
し
て
後
半
部
の
解

説
に
よ
る
物
語
の
虚
構
性
と
政
治
的
な
歴
史
の
流
れ
を
汲
ん
だ
現
実
と
の
関
係
。
古
典
文
学

の
読
解
に
ま
だ
慣
れ
て
い
な
い
学
習
者
で
あ
っ
て
も
、
短
い
な
が
ら
も
話
の
展
開
が
刺
激
的

な
た
め
、
物
語
内
容
を
楽
し
ん
で
読
む
こ
と
の
で
き
る
章
段
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
本

章
段
を
授
業
で
扱
う
こ
と
に
し
た
。
対
象
は
鶴
岡
高
専
の
本
科
一
年
生
（
四
ク
ラ
ス 

計
一

六
二
名
）
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
授
業
者
が
『
伊
勢
物
語
』
と
は
ど
の
よ
う
な
作
品
か
と
い
う
こ
と
を
国
語
便
覧
（
注

３
）
に
基
づ
い
て
解
説
し
、
学
習
者
は
作
品
の
概
要
を
学
ぶ
。
そ
の
後
、
物
語
内
容
を
詳
細

に
読
解
す
る
た
め
、
学
習
者
を
一
ク
ラ
ス
あ
た
り
一
〇
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
取
り
上
げ
る
章

段
を
一
〇
分
割
し
、
各
担
当
箇
所
を
割
り
当
て
る
。
分
割
の
目
安
は
二
行
～
三
行
程
度
で
あ

る
。
学
生
た
ち
は
四
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
、
担
当
箇
所
に
つ
い
て
辞
書
等
を
用
い
て
協
同

で
現
代
語
訳
に
取
り
組
む
。
こ
こ
で
は
授
業
者
か
ら
の
助
言
は
一
切
し
な
い
た
め
、
品
詞
分

解
も
学
習
者
の
み
で
行
い
、
語
句
の
意
味
を
調
べ
る
。
そ
の
結
果
、
例
え
ば 
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